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「一心堂書店」鎌刈さんに頂いた風車関連情報について

メモ）鉄本  2022.09.22

【畑への給水手順】

①風車によって汲み上げられた水は、泉水池に貯水されます。そこから畑への給水は人力です。

②約２０ℓサイズの桶（タンゴ）に水を移し、２つの桶を天秤棒で担いで畑に散水します。（記事の写真参照）

    桶の構造：桶の底には口径２ｃｍ余りの丸い穴が開けられており、その穴を開閉する取手付きの

フタが取り付けられています。（写真参照）

③穴の口径が大きいので、水はあっという間に

  無くなってしまいます。４０ｋｇの桶を担いで

泉水池と畑を往復することになります。

かなりの重労働と想像できます。
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【風車の風景】     写真は鎌刈氏提供 及び 「堺市の１３０年」（２０１９）から

①石津の最後の風車（S50 年頃）  ②楠町の最後の現役風車      ③阪堺電車と風車（S40 年代）

  ④林立する風車（石津 S30 年代）                ⑤泉水池からの汲み上げ（S30 年代）

」

  鎌刈さん宅では、写真の他、風車の絵画や模型なども集めておられました。

鎌刈さんが語る夢： 浜寺公園に、世界の新旧の風車を集めて動

的展示物スペースとし、再生可能エネルギー（SDGｓ７＆１３）推進の

シンボル空間としたい。


